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このコーナーではブログやメールを中心としてインターネッ

ト上に掲載されている皆さんのご意見を掲載しております。

本誌に関するご意見やご感想、またインターネットに対する

疑問、質問、あなたの考え方など皆さんの発する情報に誌面

で「トラックバック」を行っていきたいと思います。メール

でのご意見ご感想もお待ちしております。

im-info@impress.co.jp

今月のマッシュアップ特集はいかがでしたでしょうか。今回の特集にあたり、なるほどと

いったもの、思わず笑ってしまうようなものまで、いろいろなサービスに出会う機会があり

ました。

昨年、GoogleがMapsのAPIの公開し、マッシュアップの波が一気に広がりはじめ、日本

でも不動産、飲食店情報など、企業や個人が自分の持つ情報を地図と合わせて使うといった

サービスが増えてきています。

海外に比べると、日本ではまだまだその数は少ないので、企業、個人を問わず、「日本にもこ

んなマッシュアップがあるぞ!」と自慢できるような新しいサービスが、これからどんどん生

まれてくることを期待しています。

また、今年の流行語には「Web 2.0」か「マッシュアップ」がランクインされるのではないか

と、ちょっと期待しています。

編集部より●お詫びと訂正

お詫びと訂正

本誌2006年3月号（No.134）にて以下の

誤りがございました。ここに訂正するとと

もに、ご迷惑をおかけした読者ならびに関係

者各位にお詫び申し上げます。

【p.95】誌上展示会において、「Clovernet」

の出展企業名は、正しくはNECネクサソリ

ューションズになります。また【p.98】の問

い合わせ先は、

clovernet@nexs.nec.co.jp

になります。

（基本的には）読書日記

http://blue.ap.teacup.com/dokusho/
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突然流行り言葉になっている感のある

「Web2.0」だが、今回の特集はそれ。ユー

ザー主導のよりオープンなネット、というよ

うなニュアンスだと思うが、それはさまざま

な変化の総称でしかなく、根本的な技術革新

があるわけでもない。しかし、それではネッ

トは変革期にはないのか、というとそんなこ

ともない。確かに同時多発的に起きているさ

まざまなネット上での動きは1つの方向性を

示しているように思えるし、その方向自体が

大きな変革をもたらす潜在力があることも認

めるべきであろう。

問題はWeb2.0というものがもたらす変革

は、実はネット自身の変質というよりも、そ

れを起点とするサービスやビジネスの在り

方、ひいては社会全体の在り方、に関わるも

のであるという点だ。つまり、ネット自体が

変化するというよりも、その使い方に変化が

あるのであって、逆に言えば待っていても自

然と変革が訪れるという類のものでもない。

現在起きつつあるさまざまな事象が示してい

る方向性、その方向性に則ってどこまでそれ

を具現化できるかというアイデアがビジネス

全体ひいては社会全体に問われている。

Web2.0と呼ばれているものを確かな形を

するには、社会全体の努力と革新が必要なわ

けだが、そこでは既存の発想を根本的に切り

替える必要があるだろう（例えば、信頼性と

いうことについての発想、権利や所有につい

ての概念、等）。

アイマーケティング ブログ

http://kc-create.com/mt/
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インターネットマガジン3月号に面白いアン

ケートが載っていました。

「利用者はネット広告をどう見ているのか?」

というアンケートです。

その結果を見る限りでは、ネット利用者は広

告も情報の一部だと思っている人は”

85.66%”だとなっています。

ただし、その情報が中立的で信頼できるか、

という問いには16.62%。

テレビCMのように、広告は避けられている、

という考え方もありましたが、ことネットに

関してはそういうわけでもないようです。

テレビは受動的（見せられている）、ネットは

能動的にキーワードを打ちいれて”探してい

る”から、役に立ちそうな情報は広告でも歓

迎、という感じでしょうか。

僕も広告だろうがなんだろうが、欲しい情報

がありそうならアドワーズ広告も上からどん

どんクリックしますし。

あとは、広告の見せ方しだい、ということに

なるのでしょうか。
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